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今
月
2
6
日
と
2
7
日
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に

一
あ
る
１
７
５
軍
病
院
の
副
院

ｚ

ｌ
ｓ
＆
ｊ

／
Ｉ

Ｊ
ｌ
ｉ
ｌ
　
Ｕ
Ｚ
ａ
１
_
￥
４
‐
１
１
１
ｊ
ｘ

。
１
１

長
（
大
佐
・
麻
酔
科
医
）
を

菅波茂

べ
Ｏ
Ｌ
Ｖ

平
均
寿
命
が
7
2
歳
の
社

会
で
あ
る
。
最
先
端
の
介
護

対
策
を
実
施
し
て
い
る
岡
山

済
生
会
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
ゆ

１ １ - １ １ １ 一 一 ｜
Ｆ１-ｊｌｉ-ＩＨ‾ｊｌｌ-‾１１１ｒ-¬ｌ

リ
ー
ダ
ー
と
し
た
医
療
お
よ
め
の
里
の
両
者
を
参
考
に
し

び
介
護
視
察
団
が
、
岡
山
で
て
、
ペ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
老

は
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
人
介
護
の
モ
デ
ル
形
成
の
具

済
生
会
支
部
岡
山
県
済
生
会
現
化
を
し
て
い
た
だ
き
た

　
（
岩
本
一
寿
支
部
長
）
、
医
い
。

療
法
人
渡
辺
医
院
老
人
保
健
　
１
７
５
病
院
は
人
材
派
遣

施
設
「
ゆ
め
の
里
」
　
（
渡
辺
の
国
営
企
業
と
も
連
携
し
て

清
一
郎
理
事
長
）
、
そ
し
て
い
る
。
私
は
日
本
人
の
良
き

ベ
ト
ナ
ム
で
も
心
臓
手
術
で
特
徴
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の
良
き

有
名
な
佐
野
俊
二
岡
山
大
学
特
徴
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し

病
院
心
臓
血
管
外
科
教
授
を
い
介
護
の
場
の
実
現
を
提

訪
問
予
定
で
あ
る
。
　
　
　
案
。
日
本
人
の
良
き
特
徴
は

　
１
７
５
病
院
は
２
０
１
５
　
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、

年
か
ら
２
５
０
億
円
を
か
け
正
直
、
助
け
合
う
」
と
説
明
。

て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
後
の
大
副
院
長
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
人

改
築
を
予
定
。
そ
の
中
に
老
の
良
き
特
徴
と
し
て
「
勤
勉
、

人
ホ
ー
ム
設
立
の
計
画
で
あ
社
交
的
、
人
間
関
係
に
誠
実
」

る
が
、
認
知
症
の
介
護
対
策
と
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
時

ま
で
は
想
像
で
き
て
い
な
に
副
院
長
の
顔
が
輝
い
た
の

ベトナム175軍病院との連携

ペ
ト
ナ
ム
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
初
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
１
９
９
６

年
メ
コ
ン
川
洪
水
緊
急
医
療
救

援
。
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
た

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
１
７
５
病
院
長
（
少
将
・

外
科
医
）
の
期
待
は
次
の
３

点
で
あ
る
。
①
医
療
技
術
交

流
②
介
護
交
流
③
若
い
世
代

交
流
。
私
は
４
番
目
と
し
て
。

　
「
災
害
医
療
支
援
」
の
追
加

を
お
願
い
し
た
。
国
防
省
の

直
轄
な
の
で
海
外
派
遣
は
ま

だ
無
理
だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
国

内
災
害
に
関
し
て
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
多
国
籍
医
師
団
の
受
け
入

一
・
＝
－
一
一
＝
一
一
一
＝
一

れ
は
大
歓
迎
と
の
こ
と
。

ま
た
、
少
数
民
族
に
対
す

る
定
期
的
巡
回
診
療
に
も

招
待
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
ち
な
み
に
、
１
７
５
病

院
は
敷
地
2
3
鉛
、
ペ
ッ
ド

数
１
２
０
０
、
医
師
３
０

０
人
以
上
、
看
護
師
４
０

０
人
以
上
、
総
医
療
ス
タ

ッ
フ
約
１
０
０
０
人
と
い

う
規
模
で
あ
る
。
ハ
ノ
イ

。
。
…
…
市
に
あ
る
Ｉ
０
３
病
院
と

　
１
０
８
病
院
を
加
え
て
国

防
省
管
轄
の
３
大
病
院
で

あ
る
。
年
内
に
、
１
７
５

病
院
、
岡
山
済
生
会
グ
ル

Ｉ
プ
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
三
者
間

の
包
括
協
定
を
予
定
し
て
い

る
。

　
１
７
５
病
院
は
軍
病
院
で

あ
る
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

経
験
が
あ
る
。
ペ
ト
ナ
ム
戦

争
の
後
遺
症
で
あ
る
枯
れ
葉

剤
障
害
児
施
設
が
ベ
ト
ナ
ム

の
中
・
南
部
に
多
数
あ
る
。

枯
れ
葉
剤
は
農
薬
で
あ
る
。

米
軍
は
日
本
企
業
か
ら
購
入

し
て
散
布
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

フ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ハ
ノ

イ
か
ら
１
３
５
♂
に
あ
る
フ

ォ
ア
ビ
ン
省
の
海
抜
６
０
０

肩
に
位
置
す
る
モ
ン
族
の
村

で
有
機
農
業
を
準
備
し
て
い

る
。
大
き
な
湖
が
あ
る
3
0
診

の
土
地
で
あ
る
。
更
に
山
向

こ
う
に
は
「
天
空
の
水
田
」

が
あ
る
。
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
川
村
栄
次
氏
に
感
謝
し

た
い
。

　
農
薬
を
使
わ
な
い
有
機
農

業
の
収
入
で
枯
れ
葉
剤
障
害

児
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
支

援
を
す
る
の
が
私
の
念
願
で

あ
る
。
ペ
ト
ナ
ム
政
府
は
農

業
の
振
興
に
む
け
日
本
か
ら

の
農
業
技
術
導
入
に
積
極
的

で
あ
る
。
同
時
に
ベ
ト
ナ
ム

の
人
た
ち
は
農
薬
の
人
体
へ

の
悪
影
響
に
も
気
づ
き
始
め

て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
本
当
に
親

日
的
で
あ
る
。
「
ル
ッ
ク
ー

ジ
ャ
パ
ン
」
を
超
え
た
「
共

に
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
」
で
あ
る
。

１
７
５
病
院
長
も

て
日
本
式
が
希
望
で
あ
る
。

日
本
企
業
も
中
国
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の

親
日
的
な
国
々
に
回
帰
し
て

い
る
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
事
務
所
ｌ
ｎ
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
開
設
し

て
既
に
大
き
な
成
果
が
あ
っ

た
。
高
い
意
欲
と
能
力
を
持

っ
た
優
秀
な
日
本
人
の
若
い

世
代
が
各
国
で
活
動
し
て
い

る
こ
と
の
発
見
だ
っ
た
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ
Ｐ
事
務
所
を
各
国
に
開

設
す
る
予
定
で
あ
る
。
彼
ら

が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
事
務
所
に
積
極

的
に
関
与
し
て
く
れ
る
こ
と

が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
3
0
年
後

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
構
想
の
具
現
化

に
不
可
欠
で
あ
る
。
「
ア
ジ

ア
の
中
で
ア
ジ
ア
を
考
え

る
」
こ
と
に
関
し
て
は
彼
ら

が
先
輩
で
あ
る
か
ら
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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